
従業者数（産業別、1981年と2021年）

〇就業者数を産業
別にみると、2021
年は「第３次産
業」で働く人が
67.3％を占めてい
る。
〇1981年と比べる
と、2021年は「第
３次産業」の就業
者が増加し、「第
２次産業」の就業
者数が減少してい
る。

資料：総務省「事業所・企業統計調査」、「経済センサス」

※民営の事業所のみ
※1981年：事業所・企業統計調査 2021年：経済センサス（速報値）
※産業3部門に含まれる産業大分類は以下のとおり。
第1次産業：農業、林業、漁業。第2次産業：鉱業、建設業、製造業。第3次産業：左記以外。

0.4％

（0.3万人）

48.0％

（34.3万人）
51.5％

（36.8万人）

1981年

第１次産業 第２次産業 第３次産業

総従業者数：
71.3万人

1.1％

（1.0万人）

31.6％

（28.1万人）

67.3％

（59.8万人）

2021年
総従業者数：
89.0万人
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